
平 成 二 十 八 年 度 国 語 解 答 用 紙 （ Ａ 日 程 ）

一
問 一 ウ

問 二 原 発 に つ い て の 問 題 （ 原 発 や 放 射 能 に つ い て の 問 題 ）

問 三 エ 問 四 ア

号

イ ン ド の 学 生 が 、 あ れ ほ ど の 事 故 を 起 こ し た 番

問 五 験

原 発 に つ い て 好 意 的 な こ と に 驚 い た か ら 。 受

問 六 電 気 や 水 道 な ど イ ン フ ラ が 整 っ て い な い こ と

相 手 が ど ん な 状 況 に 置 か れ て お り 、 ど う い う

気 持 ち で 国 に 貢 献 し よ う と 思 っ て い て 、 熱 意

問 七

が ど こ に 向 か っ て い る の か を お 互 い に 実 感 す

る こ と 。

二
問 一 Ａ イ Ｂ オ

問 二 オ

同 情 さ れ る の も 、 気 ま ず い 思 い を さ せ る の も

問 三

、 イ ヤ だ っ た か ら 。

問 四 イ

問 五 二 人 の 子 ど も を 育 て る た め に 、 が ん ば っ て 働 く こ と 。 （ 同 意 可 ）

問 六 エ

こ と ば に し た ら 、 サ ッ カ ー を あ き ら め た こ と

を 陽 菜 の せ い に す る こ と に な っ て し ま う が 、

問 七

も し 自 分 が そ う 言 わ れ た ら た え ら れ な い と 思

っ た か ら 。

問 八 イ

三
問 一 ① 鳴 ② 交 流 ③ 参 列 ④ 祝 日 ⑤ 絶 品

問 二 ① し こ う ② さ か ③ て い り ゅ う ④ つ い き ⑤ あ ま ど

問 三 ① イ ② ウ ③ ア 問 四 ① 誤 名 正 命 ② 誤 化 正 科
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模 範 解 答
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四 十 五 点

四 十 五 点

三 十 点 × 十 五② × 十 五

Ａ 日 程
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（12点） （10点）

（11点） （15点）

（14点） （18点）



ア ウ エ エ

エ エア ウ ウ イ

後鳥羽上皇 足利義満 織田信長 徳川吉宗

大宝律令
たいほうりつりょう

石油
せきゆ

浄土真宗(一向宗)

じょうどしんしゅう
(いっこうしゅう)

世阿弥
ぜあみ

松尾芭蕉
まつおばしょう

五・一五 太平洋
たいへいよう

大塩平八郎
おおしおへいはちろう

西郷隆盛
さいごうたかもり

伊藤博文
いとうひろぶみ

ア ア

イ

イ

ウ

ウ

ウ

ア

エ

エ

エ

オ

つくしさんち

筑紫山地
おううさんみゃく

奥羽山脈
せんじょうち

扇状地

しらかみさんち

白神山地

宮崎(県) 高知(県)

国連児童基金

ユーロ

バリアフリー

　＝　32点

模範解答

※　用語に下線部のあるものは「漢字」指定。用語に読みがなのあるものは漢字指定ではない。

問1・問2・問4～10　各１点

問3・問11～19　各２点　

全問　各２点　×　24問　＝　48点


